






















なる抗限を為し 極刑ともいうべき下手人の処罰と多額 賠償、それに土佐滞主の直接佛艦に赴 ての謝罪を求め 。新政府及ぴ土佐藩は直ちにこれに屈し、土佐陥 兵士にし 発砲せる者二十
巖
ー








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































との相互の衝突によって生み出された柑合的な力の合成」とする卓見を伐示している。そこ は、フランス側 、価伯と てのヒューマニズムを認める「服」が把堀できる。それは、昭和十七年という「時代」に於ては介布のものとして祁く評伍さ てしかるぺさであろう。
（店野山大学教授•第一回卒業生）
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